振り返って 崔の方 を 見た。 それ は 綺麗な 紅い 唇 をした 

少女であった。 女 は 笑った。 崔も 笑顔 をして それ を迎 

えた。 

すこし 歩いて いると むこうの 方で 女の 声が した。 二 

じょちゅう 

三人の 青い 着物 を 着た 婢 が 来て いた。 

「どんなにお さがしし たか 判りません」 

一 人の 婢は 進んで きて 女 を 見た 後に、 その 眼 を 僕へ 

やった。 

「ど う も ありが と う， > ございました、 御 厄介 を か けて 相 

すみません」 

「お嬢さんが、 お困りに なって らっしゃ るの を、 私の 
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